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Ⅰ．法人運営の基盤強化 

 

公益性と非営利性をもつ社会福祉法人として、また住民参加の地域福祉を推進

する社会福祉協議会として、地域住民や関係者のみなさまの理解と信頼を得られ

る法人運営を行うことは非常に重要な課題です。 

そのため、評議員会・理事会を中心とした社協組織全体でのチェック体制の強

化に努め、財務状況や事業内容の積極的な公表等とあわせて、事業運営の透明性

の確保を推進しました。 

また、社協会員の募集による地域福祉事業の自主財源確保に努めるとともに、

職員の人材確保と資質向上を推進し、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の

職員体制を整備し、法人運営及び事業実施の体制整備に努めました。 

 

１．法人運営事業 

 

（１）理事会、評議員会を開催し、社会福祉法人として適正な組織及び事業の運営を

図った。 

 

ア．理事会の開催 

第１回    令和４年５月３１日 

議案第１号 令和３年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会事業報告について 
議案第２号  令和３年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会収支決算について 

   ＊監査報告 
議案第３号  社会福祉法人大口町社会福祉協議会評議員欠員に伴う選任候補者の推 

薦について 
議案第４号 令和４年度第１回社会福祉法人大口町社会福祉協議会評議員会の開催 

日時及び場所等について 
議案第５号 大口社協訪問介護事業所訪問介護事業運営規程の一部改正について 
議案第６号 大口社協訪問介護事業所介護予防訪問型サービス事業運営規程の一部 

改正について 
議案第７号 大口社協訪問介護事業所運営規程の一部改正について 
議案第８号 大口社協デイサービスセンター通所介護事業運営規程の一部改正につ 

いて 

議案第９号 大口社協デイサービスセンター介護予防通所型サービス事業運営規程 
の一部改正について 

議案第１０号 大口社協デイサービスセンター介護予防通所型サービスミニデイ事業 
運営規程の一部改正について 

第２回    令和４年１０月１７日 

議案第１１号 大口社協デイサービスセンター通所介護事業運営規程の一部改正につ 
いて 
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議案第１２号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会非常勤職員の雇用等に関する就業 
規則の一部改正について 

議案第１３号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会評議員選任・解任委員会委員の選任 
について 

議案第１４号 「令和４年度大口町表彰式」に係る被表彰者選考について 
報 告 事 項 会長・常務理事職務執行状況報告について 

第３回      令和５年１月１９日 

議案第１５号 令和４年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会収入支出補正予算（第 
１号）（案）について 

議案第１６号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会評議員の欠員に伴う選任候補者の 
推薦について 

議案第１７号 令和４年度第２回社会福祉法人大口町社会福祉協議会評議員会の開催 
日時及び内容等について 

第４回     令和５年２月９日 

議案第１８号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会運営基金積立預金取り崩しについ

て 
議案第１９号  社会福祉法人大口町社会福祉協議会会長の選定について 
議案第２０号  社会福祉法人大口町社会福祉協議会副会長の選定について 

第５回    令和５年３月１６日 

議案第２１号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会福祉サービスに関する苦情解決に 
係る第三者委員の選任について 

議案第２２号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会就業規則の一部改正について 
議案第２３号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会定年前再雇用短時間勤務職員に関 

する要綱の制定について 
議案第２４号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会職員の再雇用の経過措置等に関す 

る要綱の制定について 
議案第２５号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会役員、職員の給与諸手当並びに旅費 

に関する規程の一部改正について 
議案第２６号 令和５年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会事業計画（案）について 
議案第２７号 令和５年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会収入支出予算（案）につ

いて 
議案第２８号 令和４年度第３回社会福祉法人大口町社会福祉協議会評議員会の開催 

日時及び場所等について 
報 告 事 項 会長・常務理事の職務執行状況報告について 

 

イ．評議員会の開催  

第１回   令和４年６月１５日 

議案第１号 令和３年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会事業報告について 
議案第２号 令和３年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会収支決算について 
       ※監査報告 
議案第３号 社会福祉法人大口町社会福祉協議会理事の選任について 

第２回   令和５年１月３０日 
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議案第４号 令和４年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会収入支出補正予算(第１ 
号)（案）について 

第３回     令和５年３月２３日 

議案第５号 令和５年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会事業計画（案）について 
議案第６号 令和５年度社会福祉法人大口町社会福祉協議会収支出予算（案）につ 

いて 

 

（２）研修会の開催 

   「令和４年度大口町社会福祉協議会合同研修会」 

対象 社会福祉協議会理事・監事・評議員、民生委員・児童委員 

講師 社会福祉法人大口社会福祉協議会職員 

開催日 場所 内容 参加数 

令和５年 

２月２０日 

健康文化 

センター１階 

多目的室 

「大口町社会福祉協議会の体制及び 

コロナ禍における地域福祉事業について」 
５１名 

 

（３）会員の確保と拡大を推進し、事業実施に必要な自主財源増収に努めた。                  

＊会員募集強化月間 ５月～７月 

＊会費金額（年額） 一般会員 ５００円 賛助会員 １口 １，０００円 

法人会員 １口 ３，０００円 

 

会員募集加入状況一覧表     ＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

区 分 加 入 数 金  額 増 減 額 
加入率

（※） 

一般・賛助 
4,661 件 2,414,000円 

▲12,500円 
49.6％ 

4,698 件 2,426,500円 50.6％ 

法  人 
104 件 678,400円 

▲35,100円 

 
107 件 713,500円 

合   計 
3,092,400円 

▲47,600円 
3,140,000円 

  

（※）加入率：各年度４月１日時点の大口町行政区別集計世帯数から寮世帯を除いた 

世帯数に対する会員加入数から算出 

（４）財務諸表、現況報告書等を公表し、運営の透明性を確保した。 

（５）適切な人事労務管理を行い、円滑に事業を推進できる職員体制を整備した。 

（６）外部研修等を活用し、職員の資質向上を図った。地域福祉を推進する組織とし

て、コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）の職員体制を整備した。 
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（７）行政や関係機関より受任する役員・委員等として、各種会議・研修等に出席し、

連携を図った。 

各種会議 

  名称 出席件数 

大口町高齢者サービス調整会議 ３回 

大口町障がい者福祉調整会議 ３回（書面１回） 

大口町防災会議 １回 

大口町子ども・子育て会議 １回 

愛知県社会福祉協議会地域委員会 ２回 

大口町国民保護協議会 １回（書面） 

 

（８）第三者委員を設置し、福祉サービスの苦情解決制度の運用をした。 

第三者委員への苦情報告件数 ８件 

（９）個人情報保護規程に基づき、個人情報保護の遵守を徹底した。 

 

２．機関紙発行事業 

 

（１）広報「おおぐち社協だより」を年４回発行するとともに、町広報紙やその他

の広報媒体により、社協情報や福祉関連情報を広く発信した。 

「おおぐち社協だより」  

・発行部数 ９，４５０部 

・発 行 月 ４月・７月・１０月・１月（年４回） 

 ・配布対象 町内世帯、企業・法人、関係機関等 

 

（２）公式ホームページを開設し、「見やすい社協」をこころがけ社協事業をＰＲし、

事業の利用及び参加・協力を働きかけた。 
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Ⅱ．「支え合いの地域づくり」の推進 

『大口町総合計画』において、地域福祉は健康で安心な暮らしの基本施策のひとつ

として位置づけられており、福祉教育の充実、社会福祉協議会の強化、担い手の発掘・

育成、ふれあいサロン等の小地域福祉活動の促進、地域住民による見守りや生活を支

える活動の推進等があげられています。 

その取り組み目標は、本会及びその事業と密接に関わっており、地域住民やボラン

ティア、民生委員児童委員のみなさまの参加を得ながら、「支え合いの地域づくり」に

向け、それぞれの地区の地域性に合わせて取り組みを推進しました。コロナ禍におい

て感染予防対策を行いながら事業を開催しました。 

１． ボランティアセンター事業 

（１）町内児童センターにおけるボランティアサークルによる出前講座は、新型コロ

ナウイルス感染予防対策のために中止としたが、ボランティアの手引き等を使

い、出前講座の代替として社協職員によるボランティアセンターの登録団体や、

活動内容を紹介し、福祉教育の推進に努めた。 

    

 

 

 

 

 

 

（２）各種養成講座や研修を開催し、ボランティアの育成やグループの補強を図る計

画については、新型コロナウイルス感染予防対策のため、小規模開催できる講

座や研修を実施した。 

  ア．点訳ボランティア養成講座(全７回) 

    講師 名古屋ライトハウス情報文化センター 森下 美帆 氏 

       点訳フレンド 

    成果 全７回の講座で、受講者は点字の基礎を学ぶことができた。 

受講者はボランティア団体に加入し、人員補強することができた。 

 

開催日 場所 内容 参加数 

９月６日 ボランティア室 

・オリエンテーション 

・視覚障害者とは 
・点字の５０音の仕組み 
・点字器の使い方 

２名 

開催日 場所 内  容 参加数 

８月２４日 
大口南小 

体育館 

社会福祉協議会ボランティア

センター所属団体と活動紹介 
５２名 

８月２５日 
西児童セン

ター 
３６名 
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９月１３日 ボランティア室 
・点字の歴史 
・前回の Review（点字一覧表） 
・点字の仮名遣い① 

２名 

９月２０日 ボランティア室 

・視覚障害者の日常の 
あれこれ 

・仮名遣い②（Review、補足） 
・数字① 

２名 

９月２７日 ボランティア室 
・数字② 
・アルファベット① 

２名 

１０月４日 ボランティア室 

・アルファベット② 

・ローマ数字 
・分かち書き① 

２名 

１０月１１日 ボランティア室 ・分かち書き② ２名 

１０月１８日 ボランティア室 
・分かち書き③ 
・記号類 
・まとめ 

２名 

 

 

イ．傾聴ボランティア養成講座（全３回） 

    講師 一宮市傾聴ボランティア「みみの木」代表 早川 一枝 氏 

       傾聴ボランティアだんぼ 

    成果 全３回の講座で傾聴の基礎を学ぶことができた。受講者は団体に加

入する意欲をみせ、人員補強をするきっかけができた。 

開催日 場所 内容 参加数 

１１月１４日 

大口町健康文化 
センター１階 

多目的室 

・傾聴の心構え１０か条 
・傾聴ボランティアとは 
・バイステックの７原則 
・傾聴の上手なすすめ方法 
・ロールプレー「事例」 

１３名 

１１月２１日 

・エクササイズⅠ・Ⅱ 

・コミュニケーション 
について 

・相手の話を「見て聴いて感
じよう」 

・ワークショップ「事例」 

１５名 
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１１月２８日 
・傾聴の上手なすすめ方技法 
・ロールプレー「事例」 

１１名 

 

（３）大口町ふれあいまつりにおいて「ふくしわくわくランド」を開催し、ボラン

ティア団体とともに福祉のＰＲと啓発をすすめた。 

 

（４）新型コロナウイルスの影響により、県内他市町のボランティア連絡協議会と

の交流は中止とし、ボランティアセンター運営委員会、ボランティア連絡協

議会合同研修会を内部で実施した。 

 

 

実施日 場所 内容 参加数 

３月１４日 

大口町健康
文化センタ
ー４階ほほ
えみホール 

傾聴ボランティア「みみの木」
早川氏をお招きし、「ボランテ
ィア同士の傾聴」をテーマに講
演会を実施した。 

２１名 

 

（５）「社協だより」に編集ボランティアサークルによる「ボランティア情報局」

を掲載し、情報を発信した。 

 

（６）音訳ボランティアサークルによるカセットテープ・ＣＤを利用した「声の広

報」サービス、バリアフリー化支援ソフトを使用したホームページ等を通し

て、視覚障がい者等への情報提供支援を行った。（再掲） 

 

（７）手話や要約筆記サークルによる聴覚障がい者等への情報提供支援を行った。 

 

（８）点訳ボランティアサークルによる点字投票制度の協力を行った。 

 

（９）ボランティア登録団体への活動育成費を助成した。 

ボランティア活動育成費の助成実績 

助成団体 助成金額 

 13団体  201,431円 

 

（10）ボランティア連絡協議会定例会を年６回開催、情報の発信とボランティア相

互の交流に基づいたテーマ別研修を年６回開催し活動を支援した。 
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   ア．令和４年度テーマ「ボランティアの絆」に関する研修活動の支援 

開催日 講師 内容 

５月２０日         
・令和３年度西尾張ブロッ
クボランティアフェステ
ィバル DVD 鑑賞。 

７月１３日 
レクリエーションボラン

ティアここね 

・季節の話 
・歌、ハーモニカ演奏 
・新聞紙を使用したレクリ
エーション 

・体操 

９月１６日 大口町社会福祉協議会 
・ボッチャ競技実技・内容

の説明 

１１月１８日 大口町社会福祉協議会 ・ふれあいまつりについて 

１月２０日 大口町社会福祉協議会 
・ボランティア養成講座に
ついて 

３月１４日 （合同研修会）Ｐ７（４）参照 

  

（11）ボランティア保険加入の事務手続きを行った。 

ア．ボランティア登録者状況（ボランティア活動保険加入者数） 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

種別 団体数 人 数 

グループ 
33 349名 

39 434名 

個  人 
 

 

3名 

6名 

合計  
352名 

440名 

増減人員 △88名 

 

イ. ボランティア保険の対象事故件数 0件 

（12）町内企業と連携を図り協働事業を行った。 

   大口町ふれあいまつり ふくしわくわくランドにおいて、車いす掃除のボラ 

ンティア活動を支援した。    町内企業 トヨタ紡織（株） 
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（13）ボランティア活動やボランティア派遣に関する相談に応じた。 

相談及び派遣件数 

相談件数 派遣件数 

１５件 ２件 

 

（14）他市町村のボランティア・社協と共催して、西尾張ブロックボランティア 

フェスティバルを開催した。 

 

実施日 場所 内容 参加数 

１月２２日 
すいとぴあ
江南 多目的
ホール 

「広域におけるボランティア同
士のつながりを考えよう！」をテ

ーマに、西尾張ブロック１４市町
村のボランティア団体・社会福祉
協議会と共催し、オープニングセ
レモニー、基調講演、シンポジウ
ムを実施した。 

１０７
名 

（全体） 

 

（15）ボランティアセンター運営委員会を開催した。 

ボランティアセンター運営委員会 

実施日 場所 内  容 参加数 

８月 1日 
大口町健康文
化センター 
1階多目的室 

新運営委員の紹介 
令和３年度大口町社会福祉協議会

事業報告（ボランティア関連抜粋） 
令和４年度ボランティアセンター
団体登録状況について 

令和４年度大口町社会福祉協議会
事業計画（ボランティア関連抜粋） 

１１名 

３月１４日 

大口町健康文
化センター４
階ほほえみホ
ール 

ボランティアセンター運営委員長
選任 

５名 

 

 

 

２．地域福祉活動事業（貸出事業、体験事業） 

 

（１）町民、行政区、学校、企業などを対象に、地域コミュニティ・日常生活用具・

外出支援・福祉教育・団体活動支援を目的とした貸出サービスを行った。 
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・車椅子  ・松葉杖  ・福祉車両  ・綿菓子機    

・福祉教材(点字器・高齢者疑似体験セット等) 

・スポーツ用具（ドッヂビー・ボッチャ・ディスゲッター等） 

 

貸出状況 ＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

種類 件数 

車イス・松葉杖 
117件 

95件 

福祉車両・普通自動車 
58件 

58件 

綿菓子機 
2件 

0件 

福祉教材・サロン用備品等 
（点字器・高齢者疑似体験セット・ビデオ等） 

5件 

3件 

障がい者スポーツ用具 
（ドッヂビー・ボッチャ・ディスゲッター等） 

5件 

2件 

合計 
187件 

158件 

 

（２）高齢者の移動手段確保の選択肢として電動カートの試乗体験を行い、町民が

いつまでも住みなれた地域で、健康でいきいきとした生活が続けられるよう

支援を行った。 

 ・運転免許返納後等の「高齢者の足の確保の問題」は地域課題となっており、

それを解決するひとつの選択肢として、電動カートを知る機会を提供してほ

しいとのニーズを受け、昨年度に引き続き事業を実施した。 

・試乗や商品説明を希望する地域住民に対し、試乗体験を行い、電動カートを

知り、利用を検討する機会を提供した。 

 電動カート試乗体験事業 利用実績  7件 

 

３．高齢者福祉事業 

 

（１）民生委員児童委員と大口町水彩画クラブの協力で、８５歳以上の単身高齢者・

高齢者世帯を訪問し、おせち料理と絵手紙を届けた。 

実施日  令和４年１２月３０日 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

項目 単身高齢者世帯 高齢者世帯 合計 

配布数 
６４世帯 １５世帯 ７９世帯 

６０世帯 １３世帯 ７３世帯 
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（２）満８８歳の米寿の方を対象に、ご自宅を訪問し、敬老のお祝い品と絵手紙、メ

ッセージカードを贈呈した。 

 

米寿お祝い品贈呈配布数 実施期間  令和４年４月～令和５年３月 

           ＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

配布月 
４
月 

５
月 

６ 
月 

７ 
月 

８ 
月 

９ 
月 

10 
月 

11 
月 

12 
月 

１ 
月 

２ 
月 

３ 
月 

合計 

配布数 
６ ４ ４ ３ 10 ７ ９ ４ ７ 11 11 13 ８９件 

２ ４ ７ ４ ９ ８ 11 ５ ５ 11 ２ ８ ７６件 

 

（３）９９歳以上の方を対象に、敬老のお祝い品を贈呈した。 

敬老お祝い品配布数      実施日  令和４年９月１６日 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

配布数 
１３件 

１２件 

 

（４）認知症の人やその家族の支援として、認知症カフェ「オレンジカフェ・大口」

の運営を支援した。 

オレンジカフェ・大口 開催実績 

開催日 内容 参加数 内スタッフ数 

４月２１日 大口町政６０周年を迎えて ６０年前のアナタは…！？ １４名 ６名 

５月１９日 イントロクイズ １８名 ７名 

６月１６日 田植え、父の日 １８名  ６名 

７月２１日 洗濯 １４名  ６名 

１０月２０日 〇〇の秋 １８名 ７名 

１１月１７日 稲刈り １５名 ７名 

１２月１５日 年越しの思い出 １３名 ６名 

１月１９日 暖房器具・節分 １３名 ６名 

２月１６日 イントロクイズ １３名 ７名 

３月１６日 懐かしい映像 １４名 ６名 

 

（※）新型コロナウイルス感染予防対策のため、８・９月は休止としたが、休

止中は参加者へ、再開後の出席につなげるためにメッセージカード等の

郵送を行った。 

 

（５）孤立しやすい高齢者等を含め、地域住民の交流の輪を広げる「地域ふれあい

会食会」を支援した。 
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ふれあいサロンでのテイクアウト方式「地域ふれあい会食会」 開催状況 

サロン名 件数 開催日 

さつきケ丘区元気会 ２件 ８月１６日、２月 ３日 

外坪区ほっこり ２件 １月２５日、３月２２日 

上小口区散歩道 ２件 １２月１５日、２月１５日 

河北区陽だまり ２件 ７月１３日、１１月９日 

 

４．障がい児者福祉事業 
 

（１）大口町障がい者スポーツ大会運営委員会の企画運営で「第３６回大口町障が

い者スポーツ大会」を開催し、障がいをお持ちの方とその家族が、スポーツ

をとおして仲間や地域住民、ボランティア、民生委員児童委員等と交流をは

かり、社会参加の一助となる機会を提供することができた。 

参 加 者 身体障害者福祉協会、心身障害児（者）親の会 

協力団体 江南ロータリークラブ、㈱東海理化、民生委員・児童委員協議会、

ボランティア連絡協議会 

開催日 場所 内容 参加数 

１０月８日 
中央公民館 
集会室 

ナイスシュート、 
ボッチャ、アキュラシー、ディスゲ
ッター体験 

５５名 

 

（２）映像で楽しむ「名所めぐりツアー」を行い、外出の機会を提供した。 

開催日 場所 内容 参加数 

８月３０日 
健康文化センター４階 

ほほえみホール 

日本各地の名所をガイドが説
明しながら映像を流し、参加
者に旅行気分を体験してもら
った。 

９名 

 （３）「大口おもちゃ図書館さくら」の活動を支援した。 

（４）精神障がい者等を対象とする「フリースペース れんげそう」の運営を支援

した。 

（５）障がい者スポーツ用具の貸出や、「障がい者スポーツ指導員」の派遣等を通

じて、障がい者スポーツ活動を支援した。 

障がい者スポーツ用具の貸出、指導員の派遣実績 

団体名 支援内容 件数 

河北区陽だまり 
スポーツ用具の貸出 
障がい者スポーツ指導員派遣 

２件 
２件 

余野千歳会 スポーツ用具の貸出      ３５件 
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５．児童福祉事業 

 

（１） 障がいをもつ当事者やボランティア、福祉施設の協力により、町内小中学

校で福祉教室（福祉実践教室・総合学習）を開催する計画について、新型

コロナウイルス感染症の状況により、実施時期や科目数等工夫し開催した。 

福祉実践教室 参加人数・実施科目等 

学校名 学年 教室数 参加人数 実施日 実施科目 

大口中学校 １年生 ６     ２０６名 

 ５月２４日 

 ５月２５日 

 ５月３１日 

知的障がい 

発達障がい理解 

南小学校 

３年生 ２ ５６名  ６月３０日 手話教室 

４年生 
１ ２６名 ６月１５日 点字教室 

１ ２６名 ６月１５日 
視覚障がい者ガイド
ヘルプ 

５年生 １ ６６名 ７月１１日 車いす体験 

６年生 １ ６６名  ２月１３日 盲導犬教室 

北小学校 ３年生 

１ ２７名 １月２７日 車いす体験 

２ ５３名 １月２７日 手話教室 

１ ２７名 １月２７日 
視覚障がい者ガイド
ヘルプ 

１ １１１名 １２月１２日 盲導犬教室 

西小学校 

３年生 ３ ８６名   ２月２８日 手話教室 

４年生 
３ ７８名 

１２月１２日 
  ２月２０日 
  ２月２７日 

点字教室 

１ ８２名 １０月３１日 盲導犬教室 

５年生 ２ ７３名 
１０月１２日 
  １１月２日 

高齢者疑似体験 

６年生 
１ ７８名 ５月２４日 車いす体験 

 １ ７８名 ９月１４日 防災教室 

学校合計 ２８ 延１，１３９名 

 （２）町内児童センターにおけるボランティアサークルによる出前講座は新型コロ

ナウイルス感染予防対策のために中止としたが、ボランティアの手引き等を

使用し、出前講座の代替えとして社協職員によるボランティアセンターの登

録団体紹介や、活動内容を紹介し、福祉教育の推進に努めた。（再掲） 
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（３）子育て支援サークルに助成した。 

 

（４）「おもちゃ病院おおぐち」の活動を支援した。 

 

（５）福祉施設の協力により青少年等ボランティア福祉体験学習事業を実施した。 

 

（６）民生委員児童委員が行うドアノッキング事業に協力し、赤ちゃん訪問時のお

祝品をプレゼントした。 

赤ちゃん訪問プレゼント配布数 

項目 ５ヶ月訪問 １歳訪問 

配布数（品目） ２０８名（絵本） ２０７名（スプーンセット） 

 

（７）「子育てサロンまむ＊まむ」の活動の支援をした。 

（８）親子や家族で参加できる福祉教室（施設見学ツアー）を企画し、家族で福祉

について考える機会を提供する計画については、新型コロナウイルス感染予

防対策をしながら少人数で実施した。 

見学施設数  １４か所（うち施設内見学２か所） 

   参加数     大人３名 

開催日 種別 施設名称 見学方法 

８月４日 

高齢者 軽費老人ホーム一期一会荘 施設内見学・説明 

高齢者 デイサービスゆい 施設内見学・説明 

高齢者 特別養護老人ホーム 御桜乃里   

高齢者 ゴールドエイジ大口 

外から見学・資料に

より施設紹介 

高齢者 じゃがいもグループホームしん・かむおん 

高齢者 Ｋライン・ケアレジデンス大口 

障がい者 ハートフル大口 

児童 発達支援室 ふきの塔・そらま芽 

高齢者 大口ケアセンターあかり 

高齢者 みつばのシルバーハウスおおぐち 

児童 放課後等デイサービスぽけっと 

高齢者 有料老人ホーム 太郎と花子 

高齢者 老人保健施設 さくら荘 

高齢者 
大口社協デイサービスセンター 

大口町生きがい活動支援センター 
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６．母子父子福祉事業 
  

（１）対象世帯に親子ふれあいの一助となるグルメ券（3,000 円分）を配布するふ

れあいギフト事業を実施した。 

ひとり親家庭グルメ券配布数  １８４件（世帯） 

 （２）母子寡婦福祉会への活動支援に努めた。 

（３）小学校、中学校、高等学校等入学のひとり親家庭を対象にお祝いを贈った。 

ひとり親家庭お祝い金贈呈数 

項目 お祝金 件数 合計 

小学校 3,000円   2件 6,000円 

中学校 3,000円   4件 12,000円 

高校等 5,000円   9件 45,000円 

合   計   15件 63,000円 

 

７．福祉育成援助事業 
 

（１） フードバンク事業として、民間団体（民間フードバンクや災害用備蓄品活

用支援団体等）との連携や、地域住民や企業等からの寄贈により食料品を

確保し、生活困窮者の食料支援や子どもの食の支援等につなげた。 

支援件数  24件 

提供個数 799個 

（２） フードドライブの窓口を常設し、家庭等で余っている食料品を募集して、

フードバンク事業に活用する。必要に応じ、行政と連携したフードドライ

ブの取り組みを実施した。 

受入れ先 件数 個数 

企業 13件 11,099個 

地域住民 34件 1,404個 

合計 47件 12,503個 

（３） 大口町と共同で新型コロナウイルス感染症自宅療養支援事業を実施し、社

協独自の食料支援としてフードバンク事業を活用し「自宅療養応援セッ

ト」をお届けした。（P３６のⅥ（３）参照） 

(４) 行路人等への交通費等の少額の資金支援を行う。 

行路人等への支援件数 ２件 

 

（５） 地域における広域の地域福祉推進事業として、各行政区が実施する事業に

対し、行政区の募金実績額に応じて配分金を交付し、地域福祉活動の支援

を行った。 
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   行政区への募金配分 

地区名 令和３年度募金実績額 令和４年度配分額 

秋田 181,500円 18,000円 

豊田 246,000円 24,000円 

大屋敷 175,000円 17,000円 

外坪 96,500円 9,000円 

河北 188,000円 18,000円 

余野 227,500円 22,000円 

上小口 158,500円 15,000円 

中小口 175,000円 17,000円 

下小口 595,000円 59,000円 

垣田 80,200円 8,000円 

さつきケ丘 105,000円 10,000円 

合計 2,228,200円 217,000円 

・配分額  

前年度の赤い羽根共同募金実績額に１割を乗じ千円未満を切り捨てた額 

 

（６）援助を必要とする生活困窮者等の緊急一時的な食料不足に対し、民間団体（フ

ードバンクや災害用備蓄品活用団体）や企業との連携により、食料支援を行

った。 

  食料支援件数   ２６件（生活困窮者世帯等） 

 

（７）コロナ特例貸付利用者に対して、現況調査を行い希望される方への食料支援

を行った。 

     食料支援件数   １０件（コロナ特例貸付利用者） 

 

８．ふれあいサロン事業 

 

（１）サロン備品について、初回購入及び故障・破損等による買替の助成申請なし。 

 

（２）サロン開催実績回数に応じて助成を行った。 

ふれあいサロン助成金交付実績 

対象サロン数 申請サロン数 助成金額 

17か所  14か所 270,000円 

 

（３） サロン活動で必要な備品の貸出を行った。 
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（４）サロンのＰＲや広報等ちらしを作成し活動を支援した。 

 

（５） 各サロンが一同に会し情報交換できる「ふれあいサロン連絡会」を開催した。 

 

ア. ふれあいサロン連絡会 

開催日 場所 内  容 参加数 

令和４年 

４月２５日 

健康文化センター

４階 ほほえみホ

ール 

社協の支援する地域ふれあいサロン

１０カ所の運営スタッフが参加。 

コロナ禍だからこそサロン活動が必

要なこと、コロナ禍におけるサロン活

動に関する情報を提供。第 2 部では、

レクリエーションアイデア紹介を実

施。連絡会を開催し意見交換の場を持

つことにより河北区、外坪区サロン再

開につながった。 

３３名 

 

（６）出前形式のサロンについての相談及び新たなサロンの立上げについてはなし。 

 

 

令和４年度ふれあいサロン開催状況一覧 

 種別 サロン名 開催日 場所 開催回数 
参加数 

1 地域 外坪区 
ほっこり 

第 2・第 4水曜日 
9:00～11:30 外坪学共 10回 

延 360名 

2 地域 大屋敷新田地区 
いっぷく茶屋 

第 2土曜日 
9:30～11:30 新田集会場 0回 

3 地域 上小口萩島地区 
茶々会 

第 2土曜日 
13:30～16:00 萩島集会場 0回 

 

4 地域 さつきケ丘区 
サロンさつき 

第 1・第 3水曜日 
9：30～11：30 

さつきケ丘 
防災センター 

24回 
延 770名 

5 地域 さつきケ丘区 
元気会 

第 1金曜日 
第 3火曜日 
13:00～15:30 

さつきケ丘 
防災センター 

24回 
延 426名 

6 地域 大屋敷区 
にこにこ 

第 1・第 3水曜日 
9:30～11:30 大屋敷学共 19回 

延 198名 

7 地域 河北区 
陽だまり 

第 2水曜日（不定
期）9：30～11：30 

河北区学供 
仲沖集会場 

5回 
170名 

8 地域 秋田替地地区 
替地ふれあいサロン 

第 2日曜日ほか 
9:00～12:00 替地集会場 12回 

延 86名 

9 地域 豊田区 
どんぐりころころ 

毎週金曜日 
13:30～15:00 豊田学共 48回 

延 435名 
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10 地域 上小口区 
散歩道 

偶数月 15日 
9:30～11:30 上小口学供 2回 

延 56名 

11 障がい フリースペース 
れんげそう 

第 4木曜日 
13:30～15:00 

健康文化センター 
4階 和室 

 11回 
延 100名 

12 障がい 忘れな草の会 水曜日月 2～5回 
9:00～12:00 

健康文化センター 
2階 

40回 
延 191名 

13 傾聴 傾聴サロン 
笑桜会 

第 3火曜日 
13:00～15:00 

老人福祉センター 
1階 研修室 0回 

14 子育て 子育てサロン 
まむ まむ 

毎週火曜日 
10:00～12:00 

健康文化センター 
2階おもちゃ図書館 

30回   
延 306名 

15 介護 
認知症予防 

オレンジカフェ・ 
大口 

第 3木曜日 
13:30～15:00 

生きがい活動支援
センター 

10回 
延 150名 

16 介護予防 青空あかりサロン 第 3水曜日 
13:30～15:00 

大口ケアセンター
あかり 2階 

2回 
延 24名 

17 地域 さろんボッチャ 毎月水曜日（不定
期）13:30～15:00 余野学共 35回 

749名 

サロン数合計 17か所 
開催回数合計 

参加数合計 

272回 
延 4,021名 

 

９．生活支援体制整備事業（一部、大口町委託事業） 
 

（１）大口町生活支援体制整備事業を受託し、北地域の第２層生活支援コーディネ

ーターとして地域自治組織を中心とする協議体に参画し、地域づくりや生活

支援サービスの創出に向けた協議や事業実施に向けた検討を行った。 

＊生活支援コーディネーター業務の活動実績 

  本事業は、社協の地域福祉事業と共通点が多く、本事業の業務と社協事業

の業務を整理・融合しながら実施した。 

・北地域自治組織福祉部会、北地域開催事業、各種研修・会議・打合せ等 

年間活動回数 

担当日常生活圏域 件数 

第２層協議体（北地域） １３９回 

 

（２） 地域住民の話し合いの場に出向き、ふれあいサロンや生活支援サービス等

の仕組みづくりを含めた見守り支え合う地域づくりを住民とともに考えた。 

 

（３）地域住民の誰もが参加できるふれあいサロン活動の支援をした。 

 

(４) 住民参加型の生活支援「おたすけ隊サービス」について、人材育成研修や運
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営の体制整備等を行った。 

 

 ア．生活支援サービス「おたすけ隊」研修会 

開催日 場所 内 容 参加数 

令和５年 

１月２３日 

健康文化セ

ンター１階 

多目的室 

・協力会員のみなさんと事業の再確認をする

ために、おたすけ隊の立ち上げ経緯やサー

ビスの仕組み、実績についてなど説明。 

・実際に活動した感想などを各協力員にお話

しいただいた。 

・協力会員の現況調査のためアンケート行っ

た。 

９名 

 

（５）地域における高齢者・障がい者世帯等の生活支援のニーズと、「おたすけ隊」

の活動のマッチング・コーディネート等を行った。 

   おたすけ隊サービス事業の概要 

    誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、高齢者や障がい

者等で福祉的な配慮のもと日常生活上の支援を要する者に対し、住民どう

しの助け合いによる簡易な生活支援であるおたすけ隊サービスを提供す

るとともに、地域の見守りと助け合いを推進した。 

 

ア．協力会員の年間活動件数（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

延べ６２件 

イ．おたすけ隊コーディネーターの年間活動件数 

・初回アセスメント       ９件 

・協力会員の同行支援     ２３件 

・下見・モニタリング等訪問  １５件 

・その他            １件 

 

ウ．おたすけ隊サービス会員登録状況    （令和５年３月３１日現在） 

会員種別 人数 男女別 平均年齢 

利用会員 ４８名 
男性 １４名 

女性 ３４名 

８１．８歳 

（６５歳未満の 

障がい者を除く） 

協力会員 １８名 
男性  ６名 

女性 １２名 

７２．３歳 
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エ．生活支援ニーズとおたすけ隊サービスの活動のマッチング 

                  （令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

生活支援ニーズ 

・単身高齢者・高齢者世帯、障がい者世帯、老障世帯、ケアマネジャーや包

括支援センターからの相談。 

・持病・障がい・腰痛等により、高い所・低い所の掃除、電球交換、まとめ

てごみ出し等ができないので、手伝って欲しい。 

・公的サービスの時間数が不足して困っているため、手伝って欲しい。 

・今はまだサービスは不要だが、ひとり暮らしで不安なため、何かあったと

きに備えて登録しておきたい。等 

実施サービス   

・居室、台所、窓ガラス等の簡単な掃除 

・買い物（食料品、日用品等の購入） 

・リサイクルセンターへの資源・不燃ごみ出し 

・電球交換、電灯取替 

・エアコンのフィルターの掃除 

・洗濯機ホースの取り換え 

・ズボンのゴム交換、シャツの裾上げ 

・雨戸の開閉 

・コインランドリーへ毛布の運搬 

・吊り棚の修理 

・家具移動 

・害虫駆除剤の散布の補助 

・簡単な草抜き、庭掃除 

・ベッドメイキング 

 

オ．社会福祉協議会職員（おたすけ隊コーディネーター）の具体的な業務 

   ・電話で利用相談を受付、支援内容の詳細について説明 

   ・電話やメールで買い物の内容や薬の受け取り等の依頼を受付 

・買い物代行、薬の受け取り代行等 

・利用者の自宅の玄関または郵便受け等に配達 

・買い物等の代金を後日振込受付 

 

（６）関係者間の情報共有、生活支援サービス提供主体間の連携の体制づくり等 

生活支援おたすけ隊サービスに関する連携、情報共有 

・民生委員児童委員    １０件 
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・地域包括支援センター   ６件 

・ケアマネジャー      ６件 

  高齢者世帯等の事例について、情報共有し必要なサービス等につないだ。 

 

（７）生活支援サービス提供主体等が参画する定期的な情報共有・連携強化の場と

の連携・協働に関する業務 

ア．第２層協議体生活支援コーディネーターとして出席した会議等 

会議・行事等名称 出席件数 

三地域代表者会 １１件 

北地域自治組織 総会・理事会 １３件 

北地域自治組織 福祉部会（打合せ含む） １１件 

北地域避難・防災訓練（打合せ含む） ２件 

 

会議・行事等名称 出席件数 

北地域自治組織 課題解決プロジェクト勉強会 （打合せ含む） ３件 

大口町生活支援コーディネーター意見交換会 ４件 

ケアマネ連絡会、自立支援型包括ケアデモ会議 ４件 

高齢者等情報交換会 １０件 

北地域自治組織 令和４年度福祉の集い「認知症を知り、徘徊者捜
索対応」 

１件 

 

イ．その他、生活支援体制整備事業に関連する研修会等への出席 

会議・行事等名称 出席件数 

令和４年度生活支援コーディネーターフォローアップ研修 ２件 

令和４年度総合事業全体研修会 １件 

令和４年度愛知県内市区町村社協職員研究集会 １件 

住民との協働による地域包括ケアをすすめる研修（令和４年度市町
村社協生活支援コーディネーター連絡会議） 

２件 

 

１０．福祉関連団体支援事業  

 

（１）町内福祉団体や広域福祉団体に対し助成金を交付し事業の推進を図った。 

福祉関係団体助成金交付実績 

団  体  名 金  額 

身体障害者福祉協会 300,000 円 

心身障害児（者）親の会 110,000 円 

  更生保護女性会 10,000 円 
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  遺 族 会 380,000 円 

  母子寡婦福祉会 80,000 円 

  保護司会 10,000 円 

大口しらゆり会 40,000 円 

尾北地区聴覚障害者福祉協会 20,000 円 

 （２）身体障害者福祉協会、遺族会、母子寡婦福祉会の事務局として、定例会及

び研修会等の開催を支援した。 

１１．顕彰表彰事業 

 

（１）行政と大口町表彰式を共催し、福祉功労や家庭介護等の表彰を行った。 

大口町表彰式 

   司  会 音訳ボランティアたんぽぽ 

情報支援 大口町手話サークル 

開催日 場所 内容 来場者 

１１月１９日 
健康文化センタ
ー多目的室 

社会福祉協議会会長表彰の顕彰者 
民生委員児童委員永年在職６名       

 長期家庭介護      ３名 
社会福祉協議会会長感謝表彰の顕彰者 
 寄付団体        ３団体 
 福祉関係役員永年在職  １名 

８０名 

 

（２）愛知県社会福祉大会等の顕彰・表彰について、該当者の調査・推薦等を行った。 

愛知県社会福祉大会 

開催日 場所 顕彰者 参加数 

１２月２２日 愛知県体育館 
大口町社会福祉協議会推薦分 
愛知県共同募金会会長表彰  
（株）青山製作所 

 

約 200名 

（大会全体） 
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Ⅲ．「伴走型の個別支援」の充実 

本会の総合福祉相談事業は、さまざまな生活課題や日常生活の困りごとを抱えるす

べての世帯を対象として、専門職が幅広く相談を受け、必要に応じ食料支援や資金貸

付、福祉サービス利用援助、金銭管理、介護サービス、就労支援等、多様な課題解決

策を用いて支援しました。 

また、世帯の当事者が人とつながり、地域社会に参加しながら生活することができ

るよう何年もかけて伴走し寄り添いながら、継続的に関わり、制度外の福祉ニーズに

も対応した柔軟な支援を行った。こうした専門職による「伴走型の個別支援」は、本

会の相談事業の大きな特色であり、長年の実践を活かして一層の充実を図りました。 

１．心配ごと相談所 

     

（１）母子父子自立支援相談 

愛知県母子・父子自立支援員が、生活の安定や子育ての相談、就業に関す

る相談に対応し、母子父子寡婦福祉資金等貸付制度の紹介等を行った。 

７件 

（２）女性相談 

愛知県女性相談員が、配偶者からの暴力、離婚問題、家庭不和、近隣等と

の人間関係の悩みなど女性の抱える様々な問題について相談を行った。 

１２件 

（３）高齢者・障がい者のための弁護士相談    

 弁護士が、高齢者・障がい者の法律に関する相談に応じた。 

 ２件 

ア．相談状況＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

件数 相談者性別等 

２０件 男性１名・女性１９名 

２２件 男性０名・女性２２名 

 イ．その他、窓口社協職員による相談状況  １件 

ウ．相談内容（延べ相談件数） 

相談内容 

合
計 

生
計
・
年
金 

職
業
・
生
業 

住
宅 

家
族 

結
婚
・
離
婚 

健
康
・
医
療 

精
神 

人
権
・
法
律 

財
産 

児
童
福
祉 

教
育
・
青
少
年 

心
身
障
が
い 

ひ
と
り
親
家
庭 

高
齢
者
福
祉 

苦
情
・
そ
の
他 

0 2 1 8 3 0 1 5 3 1 0 4 8 0 2 38 
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２．総合福祉相談事業 

  

（１）相談窓口を常設し、地域住民の多様な生活課題等に関して、専門職が幅広く

相談に応じた。 

 

（２）必要に応じ相談者と契約し、支援計画を作成して、世帯の生活課題やニーズ

を明らかにしながら個別支援を行った。 

ア．契約者以外の相談状況 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

内容 件数 

問合せ・相談のみ 
10件 

25件 

 

イ．総合福祉相談事業契約者のサービス利用状況 

総合福祉相談事業契約者数 ９名 

福祉サービス利用援助、金銭管理、書類等預かりを含む相談援助の延べ支援件数 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

対象者 契約者数 延べ支援件数 

認知症等高齢者 
3名 111件 

2名 235件 

知的障がい者 

精神障がい者 

6名 384件 

10名 817件 

合計 
9名 495件 

12名 1,052件 

①福祉サービス利用援助 

   ・さまざまな福祉サービスの利用に関する相談・情報提供 

   ・福祉サービスの利用料の支払い手続き 

・必要に応じ、行政、地域包括支援センター、障害者相談支援事業所、就労

事業所等の関係機関との連絡調整を行い、生活困窮者自立支援や生活保護、

成年後見制度、就労支援・訪問介護・配食サービス等の福祉サービスの利

用を援助する 

②日常的な金銭管理サービス 

   ・年金や福祉手当の受領に必要な手続き 

   ・医療機関への医療費の支払いの手続き 

   ・税金や社会保険料、電気、ガス、水道等の公共料金の支払い手続き 
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   ・生活費に必要な預貯金の出し入れ、また預金の解約の手続きの援助 

③日常生活に必要な援助 

   ・居住家屋の賃借に関する相談・情報提供、行政手続き等の事務手続き 

・生活環境の整備 

・日常生活に使用する物品の整備 

・医療機関の受診援助等 

④書類や通帳等の預かりサービス 

   年金証書、預金通帳、証書、実印、銀行印等 

⑤その他必要な援助 

・相談者の社会参加、地域の見守りや社会資源の活用につなぐ支援等 

（３）必要に応じ、緊急的な支援を行った。 

   ・食料支援 

   ・資金貸付（町くらし資金） 

 

 

３．福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業／愛知県社協委託事業） 

 

（１）認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち判断能力が不十分な方

やその家族、関係者からの相談に専門員が応じた。 

（２）利用希望者の訪問調査を行い、愛知県契約締結審査会へ審査を依頼した。 

ア．契約者以外の相談状況 問合せ・相談のみ（初回相談受付含む） 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

対象者 件数 

認知症高齢者等 
1件 

1件 

知的障がい者 
1件 

6件 

精神障がい者 
2件 

0件 

不明・その他 
1件 

0件 

合計 
5件 

7件 

イ．福祉サービス利用援助事業契約者のサービス利用状況 

福祉サービス利用援助契約者数 １０名 

福祉サービス利用援助、金銭管理、書類等預かりを含む相談援助の延べ支援件数 
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＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

対象者 契約者数 延べ支援件数 

認知症高齢者等 
1名 352件 

1名 270件 

知的障がい者 
7名 1,501件 

6名 1,207件 

精神障がい者 
2名 525件 

1名 352件 

合計 
10名 2,378件 

8名 1,829件 

 

（３）愛知県契約締結審査会で承認された利用者と契約し、支援計画を作成した。 

（４）生活支援員を雇用し、支援計画のもと利用者への個別支援を行った。 

生活支援員の活動状況  

生活支援員 ２名 

「イ．福祉サービス利用援助事業契約者のサービス利用状況」（前項（２）の

イ）のうち、生活支援員による延べ支援件数 

   ６６件 

（５）福祉サービス利用援助 

   ・さまざまな福祉サービスの利用に関する相談・情報提供 

   ・福祉サービスの利用料の支払い手続き 

    ・福祉サービスに関する苦情解決制度の利用手続き 

（６）日常的な金銭管理サービス 

   ・年金や福祉手当の受領に必要な手続き 

   ・医療機関への医療費の支払いの手続き 

   ・税金や社会保険料、電気、ガス、水道等の公共料金の支払い手続き 

   ・生活費に必要な預貯金の出し入れ、または預金の解約の手続き 

（７）日常生活に必要な事務手続き援助 

   ・居住家屋の賃借に関する相談・情報提供、行政手続き等 

（８）書類や通帳等の預かりサービス 

   ・年金証書、預金通帳、証書、実印、銀行印等 

 

４．貸付事業 

 

（１）生活福祉資金貸付事業（愛知県社協委託事業） 

低所得世帯や高齢者・障がい者世帯、関係者等からの貸付相談に応じた。 

※新型コロナ特例貸付（緊急小口資金、総合支援資金）を含む 
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ア．相談件数 ２６ 件 

項目 
福祉資金 

 
総合支援資金 教育支援資金 

不動産担保型
生活資金 福祉費 緊急小口資金 

件数 １件 １７件 ８件 ０件 ０件 

・借入申込世帯の聞き取り調査を行い、必要に応じ民生委員と連携を行った。 

・貸付後、民生委員と連携し、借受人世帯の償還指導を行った。 

・定期的に、愛知県社会福祉協議会へ償還指導状況を報告した。 

  ＊資金種類 

・福祉資金（福祉費、緊急小口資金） 

・教育支援資金（教育支援費、就学支度費） 

   ・総合支援資金 

・不動産担保型生活資金 

・新型コロナ特例貸付（緊急小口資金、総合支援資金） 

 

イ．生活福祉資金貸付状況                     （単位：円） 

資金種類 件数 貸付金額 
（元金）(1) 

貸付利子 

延滞利子(2) 
累計償還額 

(3) 
＊未償還額 

（滞納額を含む）(4) 

福祉 

資金 

福祉費 2件 1840,000 142,894 1,736,590 246,304 

緊急小 

口資金 
95件 15,370,000 538,520 1,362,244 14,546,276 

離職者支援資金 1件 2,400,000 3,125,635 57,140 5,468,495 

総合支援資金 43件 22,434,000 1,370,538 370,129 23,434,409 

教育

支援

資金 

教育 

支援費 
3件 1,695,000 115,336 1,375,000 435,336 

就学 

支度費 
1件 720,000 12,087 720,000 12,087 

計 145件 44,459,000 5,305,010 5,621,103 44,142,907 

＊未償還額 (4)=(1)+(2)-(3) 

（２）県くらし資金貸付事業（愛知県社協委託事業） 

＊原資 200,000円（愛知県社協） 

・借受人世帯の償還指導を行い、定期的に、愛知県社会福祉協議会へ償還指

導状況を報告した。 

    貸付状況 ＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 （単位：円） 

件数 

 

累計貸付金額(1) 

 

累計償還額(2) 

 

＊未償還額(3) 

 7件 213,000 20,000 193,000 

7件 213,000 20,000 193,000 

＊未償還額 (3)=(1)-(2) 

 



 28 

（３）町くらし資金貸付事業（大口町社協独自事業） 

＊原資 2,000,000円（大口町社協）上限 50,000円 

・生活福祉資金が非該当または緊急を要する貸付の場合、低所得世帯や高齢

者・障がい者世帯、関係者等からの貸付相談に応じた。 

・借入申込世帯の聞き取り調査を行い、審査を行った。 

・貸付後、借受人世帯の償還指導を行った。 

貸付状況  ＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 （単位：円） 

件数 

 

累計貸付金額(1) 

 

累計償還額(2) 

 

＊未償還額(3) 

 32件 754,000 143,500 610,500 

30件 956,768 314,768 642,000 

                                       ＊未償還額 (3)=(1)-(2) 
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Ⅳ．平常時における災害への備え 

近年、地震だけでなく身近な台風、豪雨等による災害が相次いでおり、各地の市町

村社協が災害ボランティアセンターを開設し、災害時のボランティア活動をコーディ

ネートしています。 

大口町と「大口町災害ボランティアセンターの開催及び運営に関する協定」の中 

社協が災害ボランティアセンターを担う組織として位置づけされ、ボランティアや

行政と連携して災害ボランティアセンター設置運営訓練と人材育成に努めました。 

 

1．地域福祉活動事業（防災・災害関連事業）（一部、大口町委託事業） 

 

（１）大口町防災啓発事業を受託し、防災に対する意識高揚とスキルアップを図り

ました。 

養成講座では、防災、災害に関する講座を現地開催と Zoom で同時に行い、

ボランティアの資質向上に努めた。また、養成講座と合わせて災害ボランテ

ィアセンター設置運営訓練を実施した。 

 

人材育成事業・防災訓練事業 

災害ボランティアセンター設置運営訓練（防災訓練事業）を兼ねた人材育

成研修を実施し、災害ボランティアコーディネーターのスキル維持を図り、

大規模災害時にボランティアの受入・派遣拠点となる災害ボランティアセン

ターの運営を担う人材の育成に努めた。 

 

ア.家具転倒防止講座 

実施日 場所 内容 参加数 

１１月１２日 

健康文化セン
ター１階多目
的室  
 

家具転倒防止についての講義から始ま
り、ガラス飛散防止フィルム張り、ボ
ードの下地探し、L 字金具の木ねじ固
定の実習を行った。 

 ９名 
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イ.災害ボランティアコーディネーター養成講座 

実施日 場所 内容 参加数 

２月４日 

健康文化センタ
ー１階多目的室
と ZOOMを使用し
ての同時開催 
 

現地と Zoom を使用したオンラインで
同時に開催。午前中防災対策、水害・
地震、災害ボランティアセンターに関
する講義を行った。 
午後からは災害ボランティアセンタ
ー立上げ訓練を行い、運営方法につい
て参加者・災害ボランティア団体と共
有することができた。 

２４名 

 

（２）地域の防災訓練において、各種訓練や講座等を実施した。 

  防災訓練事業 

実施日 場所 内容 参加数 

１０月１５日 
大口北小 
体育館 

北地域避難防災訓練にて、携帯トイ
レのブースを出展。参加者に対して、
携帯トイレの啓発を行った。 

１００名 

 

尾北看護専門学校 防災訓練における地域ボランティア講習 

実施日 場所 内容 参加数 

１０月２８日 
尾北看護専門
学校３階講堂 

看護学生のみなさんが、地域の人と

関わる中で、身近な人助けから災害
ボランティアまで、幅広いボランテ

ィア活動の講習を行った。 

専門学校生
（３年生） 
３２名 

 

（３）ボランティア団体等とともに、災害ボランティアセンター設置運営訓練事前

訓練を実施した。 

災害ボランティアセンター設置運営訓練 

実施日 場所 内容 参加数 

２月４日 
健康文化センター

１階多目的室 

災害ボランティアセンター立上げの
流れ、運営方法について参加者・災

害ボランティア団体と共有すること
ができた。 

２０名 

 

（４）広報「社協だより」や展示等を通じて防災・災害に関する情報を発信し、防

災意識を啓発した。 
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ア． 社協だより 

   ・「おおぐち社協だより」を発行し、防災・災害に関する情報を発信した。 

イ．防災パネル展 

実施期間 場所 内容 

３月６日～３月１７日 
健康文化センター 
１階ロビー 

「東日本大震災から１２年 
忘れない３．１１パネル展」 

 

２．災害時相互応援協定継続事業 

（１） 岩手県遠野市社協との相互応援協定締結を活かした継続事業として、復興支

援活動や災害ボランティアセンターの運営等に当たる計画については、新型

コロナウイルス感染予防対策のため中止としたが、Zoomを使用した交流会及

び情報交換会を実施した。 

実施日 場所 内容 参加数 

３月９日 

 
社協事務局 
（Zoomにて） 
 

両社協が実施している事業紹介し、
情報共有を行った。 
遠野市社協から BCP（事業継続計画）
作成等について学んだ。 

 １８名 

 

（２）岩手県遠野市社協関係者等と必要に応じて情報交換を行い、情報共有した。 

 

３．災害用備品整備事業 

（１） 災害ボランティアセンターや災害ボランティアに必要な備品の点検整備を 

行った。 
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Ⅴ．安心・安全な介護サービスの提供 

在宅福祉部門の各介護事業所では、利用者の健康と命の安全を守り、くらしを支え

る介護専門職として、新型コロナウイルス感染拡大の状況下において、感染予防対策

を徹底してサービス提供を継続しました。また、制度の狭間で困難な生活課題を抱え

る人も含め、安心して利用できるサービスの提供とその質の向上に努め、地域への介

護情報の発信等により、介護予防普及啓発事業を推進しました。 

 

１．大口社協居宅介護支援事業所（ケアマネジャー） 

 

（１） 介護保険法に基づき、介護、介護予防、介護予防・日常生活支援総合事業の

サービス利用者を対象として、ケアプランを作成した。 

 

（２） 利用者がその心身の状況等に応じ適切なサービスを利用できるよう、行政や

サービス事業者等との連絡調整、モニタリング等を行った。 

 

（３） 介護支援専門員の連絡会等に出席し、情報共有や専門職の連携を図った。 

 

               

大口社協居宅介護支援事業所 利用実績 

（介護、介護予防、介護予防・日常生活支援総合） 

  ＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

          ＊利用者数（延べ人数）は、1年間の延べ利用者数 

  ＊利用者数（実人数）は、３月末現在の利用者数 

区    分 
日常生活支援

総合 
要支援 1～2 要介護 1～2 要介護 3～5 合    計 

利用者数  

（延べ人数） 

36名 120名 685名 243 名 1,084名 

47名 122名 693名 225名 1,087名 

利用者数  

（実人数） 

6名 13名 86名 33名 138名 

5名 12名 90名 32名 139名 

収  入 
642,796円 11,149,956円 11,792,752円 

692,162円 11,037,943 円 11,730,105円 

増   減 ▲49,366円 112,013円 62,647円 
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２．大口社協訪問介護事業所（ホームヘルパー） 

 

（１） 介護保険法に基づき、介護、介護予防、介護予防・日常生活支援総合事業の

サービス利用者を対象として、訪問介護サービス（生活援助、身体介護、通

院介助）を提供した。 

 

（２） 障害者総合支援法上のサービス利用者に対し、障害福祉サービス（居宅介護、

行動援護、重度訪問介護）を提供した。 

 

（３） 大口町地域生活支援事業の委託を受け、移動支援サービスを提供した。 

 

（４） 必要に応じ、制度の狭間を補う独自事業の訪問介護サービスを提供した。 

 

（５） 事業所連絡会等に出席し、情報共有や専門職の連携を図った。 

 

 

大口社協訪問介護事業所 利用実績 

（介護、介護予防・日常生活支援総合、障害者総合支援、独自） 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

          ＊利用者数（延べ人数）は、1年間の延べ利用者数 

＊利用者数（実人数）は、３月末現在の利用者数 

区  分 
居宅介護等 

障害者総合支援 合  計 日常生活支援総合 

（現行の訪問介護相当） 
要介護 1～5 

利用者数  

（延べ人数） 

604名 2,253名 2,328名 5,185名 

495名 2,201名 2,139名 4,835名 

利用者数 

（実人数） 

10名 16 名 30 名 56名 

5名 18名 25 名 48名 

収  入 
9,553,748 円 12,189,572 円 21,743,320円 

8,833,668 円 10,402,542 円 19,236,210円 

増   減 720,080円 1,787,030 円 2,507,110円 
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３．大口社協デイサービスセンター 

 

（１） 介護保険法に基づき、介護、介護予防のサービス利用者を対象として、通所

介護サービスを提供した。 

 

（２） 介護保険法に基づき、介護予防・日常生活支援総合事業のサービス利用者（事

業対象者）を対象として、介護予防通所型サービスミニデイ事業（通所型サ

ービスＡ）を実施した。 

 

（３） 必要に応じ、制度の狭間を補う独自事業の通所介護サービスを提供した。 

 

（４） 事業所連絡会等に出席し、情報共有や専門職の連携を図る計画については、

新型コロナウイルス感染予防対策のため中止した。 

 

大口社協デイサービスセンター 利用実績 

（介護、介護予防・日常生活支援総合、独自） 

＊上段は令和４年度実績・下段は令和３年度実績 

          ＊利用者数（延べ人数）は、1 年間の延べ利用者数 

＊利用者数（実人数）は、３月末現在の利用者数 

区 分 
通所介護 

要介護 1～5 

介護予防通所型 

サービス 

要支援 1～2 

事業対象者 

 

介護予防通所型 

サービスミニデイ 

事業対象者 

（通所型サービスＡ） 

合  計 

利用者数 

（延べ人数） 

3,346名 465名 703 名 4,514名 

3,225名 511名 754 名 4,490名 

利用者数 

（実人数） 

26名 9名 15 名 50名 

25名 9名 14 名 48名 

収 入 
27,514,562 円 4,601,366円 32,115,928円 

26,230,731円 4,995,445円 31,226,176円 

増 減 1,283,831円 ▲394,079円     889,752円 
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４．介護予防普及啓発事業 

 

（１） 介護予防普及啓発事業として、地域住民を対象として健康体操等の出前を行

った。 

 

（２）「社協だより」に介護事業所職員による「介護豆知識」の記事を掲載し、介

護情報を発信した。 

 

（３） 大口町ふれあいまつりにおいて、事業所のＰＲと介護の普及啓発を行う計画に

ついては、新型コロナウイルス感染予防対策のため中止した。 

 

（４）米寿お祝い訪問時において、介護予防の啓発をかねて福祉情報を発信した。 

 

５．介護事業所の経営向上と介護人材の育成 

 

（１） 経営会議を開催し、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、職員配置や

勤務体制の変更、連絡網の活用等の対策を取りながらサービス提供を継続し、

経営の維持・強化に努めた。 

 

（２）オンラインによる内外の研修会や勉強会を活用し、安心・安全な介護のため

のスキルアップやサービスの質の向上に努めた。 
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Ⅵ. 新型コロナウイルス感染症対策事業 

（１）新型コロナウイルス感染者・濃厚接触者として保健所から自宅待機を求めら

れた方やその世帯で、親族等によるサポートを受けることができない方に対

し、生活支援サービスを行った。 

新型コロナウイルス感染症生活支援件数 

１４件 

 

（２）新型コロナウイルスワクチン接種の予約代行や、親族等の予約や公的サービ

ス・公共交通機関やタクシー等での移動が困難な方に向け自宅から新型コロ

ナウイルスワクチン接種会場への送迎を行った。 

   新型コロナワクチン接種おたすけサービス  

利用者数 １５名 

   利用件数 ２２件（ワクチン接種予約と会場送迎延べ件数） 

 

（３）新型コロナウイルス感染症や濃厚接触者となり、自宅療養や外出制限を余儀

なくされた方やその世帯に対し、大口町と共同で「自宅療養応援セット」を

届けた。 

内 容 件 数 実施主体 

 

食料（１人２～３日分） 

 

４７０件 

 

社会福祉協議会 

 

パルスオキシメーター 

 

２１件 

 

大口町 

 

 

   

 


